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�この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。�
このパソコンラックは組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。�
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。�

パソコンラック（RAC-EC3）組立説明書�

完成図� 組立て部品�

★用意していただくもの�
手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください。）�
�
�

使用ボルト�

ボルト×12本[M6×50]

ボルト(小)×4本[M6×15]

総耐荷重100Kg

六角レンチ×1

スパナ×1

ブレーキ付�
キャスター×2

キャスター×2

棚板×3

リインフォースメント×2�
ボルト(大)付き�

先端キャップ×8

ジョイント×4

ゴムハンマー×1

サイドフレームB(上)×2

天板(マウステーブル付き)×1
サイドフレームA(下)�
左右1組�

1

このラックはA・B2通りの使い方ができます。用途に合わせて組み立ててください。�

ラック�

ジョイントはきつめに作られています。そのため、ゴムハンマーで�
たたき込む際にサイドフレームとこすれあってプラスチックのカス�
がでる事がまれにありますが、製品上の問題はありません。�

※左右同様に組み立てます。�

�

平机+サイドラック�
サイドフレーム(下)に、ゴムハンマーで上からたたいて�
ジョイントをはめこみます。　　　�

ゴムハンマー�

ジョイント�

上�

ラックとして使用する場合�

手前� 手前�
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サイドフレームの上と下をゴムハンマーで上からたたいてつなげます。�2

※左右同様に組み立てます。�

ゴムハンマー�

上�

ジョイント�

サイドフレーム(上)

手前� 手前�

上下がジョイントされたサイドフレームを倒し、キャスター�
をとりつけます。�

3

手前�

手前�上�

上�

ストッパー付キャスター�

ストッパー付キャスター�

�

�

※左右同様に組み立てます。�

スパナ�

キャスターはあらかじめ手で取り�
付けておき、最後にスパナで締め�
付けます。�

キャスターはあらかじめ手で取り�
付けておき、最後にスパナで締め�
付けます。�

サイドフレーム(左)に、棚板3枚をボルトで�
リインフォースメントを付属のボルトでとりつけます。�

4

使用ボルト�

ボルト×6〔M6×50〕�

�

棚板裏面のプラスチックナットが�
ずれたり外れている場合には下図�
のように調整してください。�

マイナス�
　ドライバー�

プラスチックナット�

棚板裏面�

この状態が正しい�
位置です。� 裏から見た図�

手前��

※プラスチックナットの見えない�
　ほうが表です。�

プラスチックナット�

ボルト�

リインフォースメント�
付属ボルト�

リインフォースメント�

上�手前�

�

�

※天板ブラケットのある�
　ほうが内側です。�

棚板�

リインフォースメント�

棚板�

棚板� ※これらの棚板は使用状況に合わせて�
　任意の位置に取り付けてください。�

天板ブラケットに天板をボルト(小)でとめて完成です。�6

ボルト(小)×4〔Ｍ6×15〕�

使用ボルト�

手前�

上�

拡 大 図�

天板裏面�

ボルト（小）�ボルト（小）�

天板天板ブラケット�天板ブラケット�

ネジ穴�

5

使用ボルト�

ボルト×6〔M6×50〕�

�

棚板裏面のプラスチックナットが�
ずれたり外れている場合には下図�
のように調整してください。�

マイナス�
　ドライバー�

プラスチックナット�

棚板裏面�

この状態が正しい�
位置です。�

上�

ボルト�

リイン�
フォースメント�
付属ボルト�

リイン�
フォースメント�
付属ボルト�

手前�

リインフォースメント�

と同様にボルト、リインフォース�
メントを付属のボルトで 棚板に取り付けます。 
サイドフレーム(右)を　�4

ラックとして使用する場合の続き�

前後交互にたたいて少しずつ�
まっすぐに入れて下さい。�

フレームジョイント時には�
キャスターをとりつけない�
でください。�

真横から見た図�

フレーム(上)の前後をゴムハンマ
ーで交互にたたき、フレーム(上)
がまっすぐフレーム(下)に入って
いく様にしてください。前後どち
らか片側だけ先にはめるとフレー
ムがゆがんでうまくジョイントで
きません。�

フレーム(下)が安定しないので、
上下のフレームをジョイントする
前にキャスターを取り付けないで
ください。�

ゴムハンマー�

フレーム(上)

ジョイント�
ジョイント�

フレーム(下)

フレームジョイント時の注意事項�

ジョイントはきつめに作られています。そのため、ゴムハンマーで�
たたき込む際にサイドフレームとこすれあってプラスチックのカス�
がでる事がまれにありますが、製品上の問題はありません。�



サイドフレームAに、キャスターを取り付けます。�
サイドフレームＢに、先端キャップをを取り付けます。�

1 サイドフレームA・Bに、棚板3枚をボルトで�
リインフォースメントを付属のボルトでとりつけます。�

01/11/JMNT

天板ブラケットにマウステーブル付の天板をボルト(小)で�
とめて完成です。�

2

それぞれを起こして完成です。�5

3

4

※左右同様に組み立てます。�

手前�

上�

�

棚板裏面のプラスチックナットが�
ずれたり外れている場合には下図�
のように調整してください。�

マイナス�
　ドライバー�

プラスチックナット�

棚板裏面�

この状態が正しい�
位置です。�

使用ボルト�

ボルト×6〔M6×50〕�

リインフォースメント�
付属ボルト�

�

�

※天板ブラケットのある�
　ほうが内側です。�

リインフォースメント�
棚板�

使用ボルト�

ボルト×6〔M6×50〕�

�

棚板裏面のプラスチックナットが�
ずれたり外れている場合には下図�
のように調整してください。�

マイナス�
　ドライバー�

プラスチックナット�

棚板裏面�

この状態が正しい�
位置です。�

上�上�
手前�

手前�

手前�

上� 拡 大 図�

平机+サイドラックとして使用する場合�

手前�

上�

ストッパー付キャスター�

先端キャップ�

先端キャップ�
ボルト�

リインフォースメント�
付属ボルト�

リインフォースメント�

�

�

棚板�

棚板�

ボルト�

リイン�
フォースメント�
付属ボルト�

ボルト�
リインフォースメント�
付属ボルト�

リインフォースメント�

裏から見た図�

手前��

※プラスチックナットの見えない�
　ほうが表です。�

プラスチックナット�

ボルト（小）×4〔Ｍ6×15〕�

使用ボルト�

天板裏面�

ボルト（小）�ボルト（小）�

天板天板ブラケット�天板ブラケット�

ネジ穴�

※これらの棚板は使用状況に合わせて�
　任意の位置に取り付けてください。�

スパナ�

キャスターはあらかじめ手で取りキャスターはあらかじめ手で取り�
付けておき、最後にスパナで締め付けておき、最後にスパナで締め�
付けます。付けます。�

キャスターはあらかじめ手で取り�
付けておき、最後にスパナで締め�
付けます。�

先端キャップ�

と同様にボルト、リイン�
�フォースメントを付属のボルトで 棚板に取り付けます。 

サイドフレーム右（A・B）を 　　　、　　�2


